
 

活動名：第１４回福島空港公園杯フットサル大会  

日 程：令和2年１０月２４日（土）～２５日（日）  

会 場：福島空港公園緑のスポーツエリア フットサルコート 

参 加：アーレブルー ６年生 ９名 

報 告：熊坂 

結果：優勝/１２チーム中 

１０月２４日・２５日に福島空港公園で開催されました第１４回福島空港公園杯少年

フットサル大会に参加しました。 

 

例年ですと１６チームが参加する大会ですがコロナ禍もあり今年は１０チームでの開

催となりました。縮小となる中アーレは２チームの出場枠を頂きました。本当に有り

難く感謝しかありません。 

 

２チームの構成はコーチ会議によりアーレブルーが６年生、アーレグリーンがＬ１０

０・５年生と決定しました。私はアーレブルーを担当しました。アーレブルーには６

年生９人が参加してくれました。 

 

体育館の特練ですと必然的にフットサルのトレーニングになるのですが、今年は密を

避けて大島小学校の校庭をお借りして実施しています。 

フットサルボールを使用したのは大会前の特練の１度だけとなりました。 

感覚的なところで大丈夫かな？と少し不安を抱きながら大会を迎える事になりまし

た。 

初日 

予選リーグ 

アーレブルー １３ー０ 猪苗代 

アーレブルー  ４ー０ 行健 

アーレブルー  ７ー０ 岩根Ｂ 

 

２日目 

予選リーグ 

アーレブルー １０ー１ 常葉 

アーレブルー  ７ー３ 安積第三 

順位決定戦(１度を戦) 

アーレブルー  9ー１ 川俣 

最終結果：優勝！ 



 

 

久しぶりのフットサルでも問題なく、私の不安は杞憂に終わりました。今までの経験

で身に付いた技術や感覚は久しぶりであっても全く失われていませんでした。フット

サルの経験が豊富な選手達ではありましたが・・・ゴールデンエイジの子供達の凄さ

に驚かされました。 

 

参加選手９人中７人が得点してくれた事にも驚かされました。選手達のゴールに向か

う気持ちや積極性が全ての試合で出せたからこそだと思います。 

沢山の選手が得点出来たという事がチーム力であり、この素晴らしい結果に結びつい

たのではないかと思います。 

 

ＯＮ、ＯＦＦの切り替えにも驚かされました。 

ずっと張り詰めていては緊張感が持続出来ないのでアップの時に楽しむ事も取り入れ

ました。 

それがまた本当に無邪気で楽しく笑い声が絶えない雰囲気でやっていました。 

緩んだままだと試合にならないので直前に集中を促すと目つきが変わりスイッチを入

れていました。 

 

決勝戦前は私も含め使命感と緊張感が悪い方向に出て微妙な空気間がありました。 

そこで決勝戦前恒例の設楽コーチから一言を頂きました。 

さっきのまでの微妙な空気は無くなり、自信に満ちた表情で「やってやるぞ！」とい

う頼もしい顔つきに変わっていました。 

ここでスイッチを入れられる設楽コーチも凄いのですが実際に変われる選手達も本当

に凄いです。 

 

でも設楽コーチは大した事を言ってないんだけどなぁ・・・。なんなら私の方が良い

事を言ったと思うんだけどなぁ（笑） 

さすが代表ですね。 

 

試合での対応力にも驚かされました。 

前半がいまひとつ上手くいかなかった時にハーフタイムに指示を伝えるのですが、そ

れを後半に対応してくれました。 

特に決勝戦での後半のプレーは完璧で、感動させられました。 

理解力、対応力もあって素晴らしいですね。 

 



この他にも驚かされた事はあるのですが長くなってしまいますのでこのぐらいにして

おきます。 

 

選手の皆さん、優勝おめでとうございます！ 

 

優勝出来る力があると私は信じていました。 

しかしサッカーに絶対はありません。 

全ての試合を全力で戦い、選手達のパフォーマンスを出し切る事が出来なければ優勝

は出来ませんでした。この優勝は選手達が自分達の力で勝ち取った優勝です。自信に

して下さい。 

 

ただこの大会の優勝が皆さんの目標でもコーチ陣の目標ではありません。 

次のステージで活躍する事、その先のステージで活躍してくれる事が目標です。 

今の自分に満足せず、向上心を持ち続けてこれからのトレーニングに励んで欲しいと

思います。 

 

県都市公園・緑化協会様 

コロナ禍の中、子供達の為に大会を開催して頂きありがとうございました。 

アーレの選手達にとってとても思い入れの強い大会でしたので感謝しております。 

特に６年生は最後の年でしたのでこの大会がとても大切な思い出になりました。 

また来年も開催して頂ける事を心より願っております。 

 

ご父兄の皆様 

２日間選手達を参加させて頂きありがとうございました。 

大きな声援を送る事が出来ず歯痒いところもあったかも知れませんがご父兄の皆様の

心の応援は選手達に届いていました。 

特に決勝戦でのベンチ裏の皆さんの存在が選手達にとってはとても心強かったと思い

ます。 

その想いに応えて選手達は優勝を勝ち取ってくれました。 

 

優勝おめでとうございます！ 

 

大会が続き大変だと思いますが、今後もご理解とご協力の程お願い致します。 

                                コーチ 熊坂 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 


